
 

 

  
  

第１６－Ｇ１８号                                 ２０１６年１０月２０日 

 

郊外型戸建団地の抱える問題の解消に向けて、 

町田・玉川学園前・鶴川のエリア活性化の取り組みを強化 
－１０月２５日（火）から、同エリア初となる延べ３５０人体制での戸別訪問を開始― 
 

小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：山木 利満）、小田急不動産株式会社（本社：東京都渋谷区 

社長：雪竹 正英）および株式会社小田急ハウジング（本社：東京都渋谷区 社長：端山 貴史）では、 

２０１６年１０月２５日（火）から、小田急線「町田駅」「玉川学園前駅」「鶴川駅」周辺の約２３，０００戸

の戸建住宅を対象として、戸別訪問によるコンサルティングをはじめとしたエリア活性化の取り組みを開始

いたします。 

 

■ 郊外型戸建団地の抱える問題の背景 

開発から４０～５０年が経過する郊外型団地では、居住者の高齢化が一斉に進行し、それに伴う空き

家・空き地の増加が社会的な課題となっています。 

小田急沿線の町田・玉川学園前・鶴川エリアは、新宿駅から約２５～３０ｋｍに位置する丘陵地を中心

とした自然豊かな環境であり、小田急グループでは同エリアにおいて、１９５０年代から約２，１００戸

の戸建住宅を供給するなど、住宅開発を行ってまいりました。 

同エリアは、駅から離れた団地が多く、高齢化が進行していることから、小田急電鉄および小田急不動

産では、２０１５年２月に、住みかえ支援を目的として事業提案した、国土交通省「住宅団地型既存住宅

流通促進モデル事業」に認定されたほか、２０１６年４月からは、同エリアにおいて生活支援サービス「小

田急くらしサポート」のサービス提供を開始するなど、住まい・暮らしに関するサポートメニューを拡充

してまいりました。 

 

■ 小田急グループ従業員延べ３５０名を動員し、戸別訪問によるコンサルティングを実施 

こうしたなか、小田急グループでは、１０月２５日（火）から、対象エリアの約２３，０００戸に

対して、小田急グループの従業員延べ３５０人を動員し、同エリア初となる戸別訪問を開始します。 

戸別訪問では、住まい・暮らしに関するお困りごとをヒアリングしたうえで、「リフォーム・リノベ

ーション」「家事代行」「住みかえ」など、お客さまのニーズに即したコンサルティングを行ってまい

ります。 

 

（町田市金井６丁目周辺 １９９２年撮影）           （戸別訪問の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田急グループは、沿線に密着する企業として、沿線のお客さまとのコミュニケーションをこれまで以上

に強化するとともに、郊外型戸建団地の抱える問題の解消に資する取り組みを推進していくことで、エリア

活性化による「日本一暮らしやすい沿線」の実現を図ってまいります。 



 

取り組みの概要は、下記のとおりです。 

                           記 

１ 訪問エリアの概要 

 （１）対象エリア： 小田急線「町田駅」「玉川学園前駅」「鶴川駅」の周辺エリア 

 （２）対象住宅： 戸建住宅 

 （３）対象戸数： 約２３，０００戸（うち、小田急グループの旧分譲住宅約１，３００戸） 

 （訪問エリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 戸別訪問によるコンサルティング 

 （１）実施内容： ①住まい・暮らしに関するアンケート調査票の配布 

②住まい・暮らしに関するお困りごとのヒアリング 

           ③小田急グループの商品・サービスのご紹介（小田急くらしサポート、リノベーション付 

き住宅サブリース、空き家管理サービスなど） 

 （２）実 施 時 期： ２０１６年１０月２５日（火）･２８日（金）･１１月１日（火）･４日（金）･８日（火）・ 

１１日（金）・１５日（火）・１８日（金）・２２日（火）・２５日（金） 

 （３）推 進 体 制： 小田急電鉄・小田急不動産・小田急ハウジングの従業員延べ約３５０名 

 

３ これまでのエリア活性化の取り組み 

小田急電鉄・小田急不動産・小田急ハウジングでは、住みかえ支援を強化するため、２０１４年から沿線

エリアにおいて、戸別訪問によるコンサルティングを継続して実施しており、７，７００件を越える沿線の

お客さまとのコミュニケーションを図ってまいりました。 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

エリア 駅名 実施時期 面談件数 

世田谷・狛江エリア 世田谷代田～和泉多摩川 ２０１４年１０・１１月 １，８７６ 

〃 〃 ２０１５年５・６月 ２，８３９ 

〃 豪徳寺～和泉多摩川 ２０１６年７・８月 １，０３４ 

川崎・多摩エリア 登戸～柿生、栗平 ２０１５年１０・１１月 １，９６８ 

 累計 ７，７１７ 



 

（別紙） 

 

小田急グループの主な大規模戸建分譲団地について 

 

（１）町田やくし台                      （町田やくし台） 

① 住 所 東京都町田市薬師台１・２・３丁目 

 ② 交 通 小田急線「鶴川駅」バス約７分 

 ③ 団地整備期間 １９８１年～１９８５年 

 ④ 分 譲 期 間  １９８６年～２０１５年 

 ⑤ 分 譲 戸 数  ６７４戸 

 

（２）アスコットヒル森の丘                  （アスコットヒル森の丘） 

① 住 所 東京都町田市金井６丁目 

② 交 通 小田急線「鶴川駅」バス約５分 

③ 団地整備期間 １９８３年～１９８７年 

④ 分 譲 期 間 １９９２年～２００３年 

⑤ 分 譲 戸 数 ４２２戸 

 

（３）「住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業」への認定 

  小田急グループでは、「町田やくし台」「アスコットヒル森の丘」ほかを対象として、２０１５年２月に 

国土交通省「住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業」に認定され、郊外型戸建団地の流通促進に向けた 

取り組みを進めてきました。 

① 事 業 主 体  小田急電鉄、小田急不動産、株式会社ブルースタジオ 

② 事 業 内 容  ア 対象団地の実態調査、住民ニーズの調査および分析 

       イ 住みかえに関する情報の提供 

       ウ 住宅診断の補助および住みかえに伴うリフォーム工事費の補助 など 

③ 対象エリア 東京都町田市の一部、世田谷区の一部、神奈川県座間市の一部 

④ 対 象 戸 数 約２２，０００戸（持ち家世帯数） 

⑤ 実 施 期 間 ２０１５年２月～２０１６年２月 

 

以 上 


